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三⽊鉄道の歴史は、⼤正 5 年（1916 年）に播州鉄道が厄神駅から別所駅までを開業
したことに始まります。翌⼤正 6 年（1917 年）には三⽊駅まで延伸され、美嚢川の⾈運
に代わる交通機関として、また三⽊の⾦物産業を⽀える貨物輸送路として重要な役割を
果たしました。その後、⼤正12年（1923年）に播丹鉄道へ譲渡され、昭和18年（1943
年）の戦時買収により国有化されて、国鉄三⽊線となりました。 
 

⾼度経済成⻑期に⼊ると、⾃動⾞の普及や道路網の整備により利⽤者は減少し、昭和
41 年（1966 年）をピークに乗客数は下降を続けました。さらに昭和 47 年（1972 年）



には貨物輸送も廃⽌され、経営は厳しさを増していきます。昭和 55 年（1980 年）の国
鉄再建法制定を受け、三⽊線は特定地⽅交通線の第⼀次廃⽌対象路線に指定されました。 
 

地域の公共交通を守るため、兵庫県や三⽊市などが出資する第三セクター⽅式による
「三⽊鉄道株式会社」が設⽴され、昭和 60 年（1985 年）4 ⽉、国鉄三⽊線は「三⽊鉄
道三⽊線」として新たなスタートを切りました。新駅の設置やイベント列⾞の運⾏など
利⽤促進策も積極的に⾏われ、⼀時は地域住⺠に親しまれる鉄道として再⽣への努⼒が
続けられました。 
 

しかし、⾃家⽤⾞への依存が進み、神⼾⽅⾯への交通では神⼾電鉄との競合もあって
利⽤者の減少に⻭⽌めはかかりませんでした。慢性的な⾚字が続く中、三⽊市の財政負
担も⼤きな課題となり、平成 19 年（2007 年）に廃⽌が決定されます。そして平成 20 年
（2008 年）3 ⽉ 31 ⽇、三⽊鉄道は最後の運⾏を終え、播州鉄道時代から数えて 92 年に



及ぶ鉄道の歴史に幕を下ろしました。 
 

現在、線路跡の⼀部は遊歩道「ふれあい⼩径」や「別所ゆめ街道」として整備され、
駅舎や鉄道遺構も各地に残されています。これらは、かつて地域の産業や⼈々の暮らし
を⽀えた鉄道の記憶を今に伝える貴重な地域資産となっています。 
 

「ふれあい⼩径」（500 メートル）は、旧三⽊鉄道の廃線跡を地域の貴重な資産とし
て次世代へ引き継ぎ、⼈と⼈、⼈と⾃然をつなぐ憩いの空間として整備された遊歩道で
す。構想の⽴ち上げから完成まで約 6 年。その間、地域住⺠をはじめ、関係団体、加古
川市などが幾度となく協議を重ね、安全性や景観、利便性に配慮しながら計画を進めて
きました。そして令和 8 年 7 ⽉ 11 ⽇、多くの⼈々の思いが結実し、「ふれあい⼩径」が
開通の⽇を迎えました。この⼩径が、旧三⽊鉄道の歴史を伝えるとともに、地域の交流
や健康づくり、⾃然とのふれあいの場として末永く親しまれることが期待されています。 



 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



 


